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市੫ʢ54.9�ʣ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 115 ԯ �192 ສԁ
市ຽͷօ͞Μ会社ͳͲͷ๏ਓ͕ೲΊͨ੫ۚ

ॾऩೖʢ5.8�ʣ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 12 ԯ 2��� ສԁ
Ԇۚɺ༬ۚརࢠɺࡶೖɺିऩೖͳͲ

ग़ۚʢ12.��ʣ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢧݿࠃ 2� ԯ �094 ສԁ
事ۀΛ行͏ͨΊʹ͔ࠃΒަ͞ΕΔิॿۚͳͲ

ೖۚʢ�.5�ʣ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ܁ � ԯ 28�1 ສԁ
ೖۚͳͲ܁ͷۚج

市࠴ʢ�.��ʣ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 1� ԯ 2880 ສԁ
事ۀΛ行͏ͨΊʹआΓೖΕ͓ͨۚ

ӽۚʢ2.1�ʣ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ܁ 4 ԯ 4��5 ສԁ
લͷ༨ۚ

県ࢧग़ۚʢ�.9�ʣ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 8 ԯ 1255 ສԁ
事ۀΛ行͏ͨΊʹ県͔Βަ͞ΕΔิॿۚͳͲ

ͦͷ΄͔ʢ2.��ʣ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 5 ԯ 44�5 ສԁ
୲ۚͱෛ୲ۚɺ༻ྉͱखྉɺ࢈ࡒऩೖɺدෟۚͳͲ

ͦͷ΄͔ʢ�.9�ʣ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 14 ԯ ��94 ສԁ
地ํަ੫ɺ地ํফඅ੫ަۚɺ地ํৡ༩੫ɺརަׂࢠۚͳͲ

ܾ ࢉ
報 告

ฏ��

歳入૯ֹ 210 ԯ 4849 ສԁ

歳出૯ֹ 201 ԯ 14�9 ສԁ

Ұ
ൠ
ձ
ܭ

ಛ集̎

ग़૯ֹࡀ ���ˋ૿ ���ԯ ���� ສԁɹ
平成 26年度の市の一般会計および特別会計の決算を報

告します。また、同年度に行われた事業の中から主なもの
を紹介します。

課ࡒ
��������

EV、PHV 充電設備 市道 1-23 号線（平松深良線）
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ຽੜඅʢ24.�ˋʣ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 48 ԯ 9��� ສԁ
ো͕͍ऀऀྸߴͷࢱαーϏスɺอҭԂɺࢠҭͯࢧԉɺੜ׆อޢʹֻ͔͓ͬͨۚ

අʢ12.�ˋʣ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 25 ԯ 2850 ສԁ
ಓ࿏ɺՏɺެԂͷඋͳͲʹֻ͔͓ͬͨۚ

ҭඅʢ12.5ˋʣ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜڭ 25 ԯ　 ��� ສԁ
༮ஓԂখɾதֶߍɺ社会ڭҭスϙーπͳͲʹֻ͔͓ͬͨۚ

Ӵੜඅʢ14.4ˋʣ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 28 ԯ 9489 ສԁ
市ຽͷපؾ༧ඒԽηンλーͷཧͳͲʹֻ͔͓ͬͨۚ

૯務අʢ10.4ˋʣ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ 20 ԯ 9��4 ສԁ
ிࣷ࢈ࡒͷཧɺ੫ۚͷऩɺށ੶事務ɺબڍͳͲʹֻ͔͓ͬͨۚ

අʢ9.5ˋʣ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ࠴ެ 19 ԯ 1�92 ສԁ
事ۀΛ行͏ͨΊʹआΓೖΕ͓ͨۚͷฦۚࡁ

ͦͷ΄͔ʢ1�.�ˋʣ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ �2 ԯ �9�4 ສԁ
ফඅɺྛਫۀ࢈අɺ࿑ಇඅɺඅɺٞ会අͳͲ

ฏ ���ܾࢉใࠂ

ಛ集 2

歳入・歳出の概要

歳入決算額は、景気の回復による法人市民税の大幅
増により市税が 14 億 6,638 万円増の 115 億 6,192 万
円、国庫支出金は最終処分場（第二期）整備事業に伴
う循環型社会形成推進交付金などにより 2 億 3,019 万
円の増、消費税の税率変更により地方消費税交付金が
1 億 1,802 万円の増、財政調整基金取崩しの縮減など
により繰入金が 4 億 6,076 万円の減、市債は減収補て
ん債の発行をしなかったことなどにより 2 億 8,890 万
円の減となり、全体で前年度比 7 億 96 万円（3.4％）
の増の 210 億 4,849 万円でした。

なお、平成 26 年度は普通交付税の交付団体となり
ました。

歳出決算額は、民生費が保育所緊急整備事業費補助
金、臨時福祉給付金などにより 4 億 6,162 万円の増、
衛生費が最終処分場（第二期）整備事業などにより 4
億 2,716 万円の増、諸支出金が都市施設建設基金積立
金などにより 7 億 636 万円の増、総務費が法人市民

税の還付金の減などにより 4 億 5,100 万円の減、土木
費が裾野駅周辺整備費などの減により 8 億 1,285 万円
の減となったことなどから、前年度比 5 億 9,392 万円

（3.0％）の増の 201 億 1,469 万円となりました。

須山浅間神社トイレ

「誘拐少女」試写会
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̍ɽͩΕ͕কདྷʹΘ͔ͨͬͯ͢͜ʹΒͤΔ݈߁ͱࢱͷʮͦ͢ͷʯ
事業名 事業概要

ヘ ル シ ー パ ー ク 裾 野 管 理 事 業 ヘルシーパーク裾野の管理運営
成 人 が ん 検 診 事 業 成人各種がん検診
裾野赤十字病院施設整備費補助事業 裾野赤十字病院施設整備への補助

障 害 者 （ 児 ） 介 護 給 付 事 業 在宅での入浴などの介護、外出の支援や、施設での介護にかかる
サービスを提供

保 育 園 運 営 事 業 市立保育園の運営と私立保育園の運営補助

放 課 後 児 童 健 全 育 成 事 業 昼間保護者がいない家庭の低学年児童を預かることで、安全で豊
かな放課後生活を推進

こ ど も 医 療 費 助 成 事 業 保護者の負担軽減を図り、小中学生の健やかな成長に寄与するた
め、医療費を助成

児 童 手 当 事 業 生活の安定、次代を担う児童の健全育成、資質の向上を目的とし
て支援

乳 幼 児 医 療 費 助 成 事 業 保護者の負担軽減を図り乳幼児の健やかな成長に寄与するため医
療費を助成

̎ɽ͢ΔΑΖ͜ͼͱ地Ҭͷͭͳ͕ΓͰ৺ͷ๛͔͞ΛҭΉʮͦ͢ͷʯ
事業名 事業概要

非 常 勤 講 師 派 遣 事 業 学校教育支援講師の賃金、ふれあい教室職員賃金、外国人児童生
徒相談業務

体 育 施 設 管 理 整 備 事 業 市民体育館・運動公園などの体育施設の維持修繕工事を実施
教 育 振 興 基 本 計 画 策 定 事 業 教育の中長期的な方向性を示す教育振興計画を策定

̏ɽ市ຽͱ行͕खΛͭͯ͑͘ܞΔ҆৺ͱྗ׆ͷ͋Δʮͦ͢ͷʯ
事業名 事業概要

区 運 営 費 交 付 事 業 自治会組織・活動の充実
地 区 集 会 所 建 設 事 業 地区コミュニティ活動の拠点となる地区集会所の整備
防 災 体 制 整 備 事 業 地域防災体制を整備
最 終 処 分 場（ 第 二 期 ） 整 備 事 業 最終処分場（第二期）整備に伴う各種工事を実施
美 化 セ ン タ ー 延 命 化 事 業 美化センターの設備や装置の段階的整備を実施
消防救急無線デジタル化整備事業 裾野市と三島市、長泉町で新たに消防救急デジタル無線を共同整備

̐ɽ๛͔ͳࣗવͱΒ͕͢͠͞ௐͨ͠ʮͦ͢ͷʯ
事業名 事業概要

河 川 改 良 事 業 地区要望などによる市内の準用・普通河川の整備
林 業 振 興・ 林 地 保 全 事 業 林業関係団体の育成と支援・森林資源の保全と管理

裾 野 駅 西 土 地 区 画 整 理 事 業 裾野駅西土地区画整理事業の推進と、市の中心市街地にふさわし
い地区に整備

ओ ཁ
事 ۀ

ฏ��

ಛ集̎

૯߹ܭը �ຊͷபʹͮ͘جओཁۀࣄɹ

第４次市総合計画が目標とするまち
の将来像「みんなの元気と調和でつく
る暮らし満足都市」の実現を目指し、
６つの柱に沿った事業を行いました。
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道 路 新 設 改 良 事 業 市内道路の整備
平 松 深 良 線 道 路 改 良 事 業 都市計画道路平松深良線の整備

̑ɽ͋ࠓΔັྗͱݯࢿΛ࠶発͠ݟɺະདྷͭͳ͛Δʮͦ͢ͷʯ
事業名 事業概要

企 業 立 地 促 進 事 業 費 補 助 金 企業が行う事業用地取得費と設備投資の経費の一部を助成
住 宅 建 設 等 促 進 支 援 事 業 住宅耐震補強工事の促進や地域経済の活性化

シ テ ィ プ ロ モ ー シ ョ ン 推 進 事 業 市の知名度・高感度のアップを図るため、マスコットキャラクター
やフィルムコミッションなどの事業を実施

̒ɽ݈શͳ行ΛΈΜͳ͕࣮ײͰ͖Δ市ຽͱະདྷʹ։͔Εͨʮͦ͢ͷʯ
事業名 事業概要

議 会 事 務 局 運 営 事 業 議会の意思決定や、委員会の議論を積極的に情報提供できる環境
整備を検討、実施

ܭࢢը੫ͷ్ঢ়گ

ಛผձܭ
ܭಛผ会ݥอ߁ຽ݈ࠃ˙
歳入総額 54億7,578万円
歳出総額 51億5,501万円

繰り越すべき財源
実質収支額 3億2,077万円

ܭಛผ会ۀҩྍ事ऀྸߴظޙ˙
歳入総額 4億3,559万円
歳出総額 4億3,085万円

繰り越すべき財源
実質収支額 474万円

˙հޢอݥಛผ会ܭ
歳入総額 30億429万円
歳出総額 28億8,757万円

繰り越すべき財源
実質収支額 1億1,672万円

˙地औಘಛผ会ܭ
歳入総額 21万円
歳出総額 21万円

繰り越すべき財源
実質収支額 0円

˙Լਫಓ事ۀಛผ会ܭ
歳入総額 9億6,318万円
歳出総額 9億5,533万円

繰り越すべき財源 785万円
実質収支額 ０円

˙ุ地事ۀಛผ会ܭ
歳入総額 5,157万円
歳出総額 4,883万円

繰り越すべき財源
実質収支額 274万円

˙ेཬݪߴ؆қਫಓಛผ会ܭ
歳入総額 3,612万円
歳出総額 3,612万円

繰り越すべき財源
実質収支額 ０円

˙市ܭ画事ۀ

事　業　別 事　業　費 構成比 財　源　内　訳
特定財源（※） 一般財源

土 地 区 画 整 理 費 4億 5,714 万円 28.9% 2億 4,689 万円 2億 1,025 万円
平 松 深 良 線 街 路 費 1億 7,068 万円 10.8% 1億 3,990 万円 3,078 万円
都市計画事業公債費 1億 7,712 万円 11.2% 0円 1億 7,712 万円
下水道事業特別会計 7億 7,529 万円 49.1% 3億 5,311 万円 4億 2,218 万円

合計 15億 8,023 万円 100% 7億 3,990 万円 8億 4,033 万円
 ※特定財源……国・県支出金、地方債、負担金、そのほか

都市計画税の決算額は４億 71 万円でした。都市計画税は、総合的なまち
づくりを行うため、街路整備など都市計画事業に必要な費用の一部として活
用されています。

※�水道事業会計は９ページに
掲載しています。

ฏ ���ओཁۀࣄ

ಛ集 2
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財政の健全度を判断する４つの指標

健全財政で
うるおい すその。

１．実質赤字比率
一般会計の収支が赤字となった場合の指標です。

家庭に例えると「年間収支の赤字」が「１年間の給
料」に対してどのくらいの割合であるかを示すもの
です。赤字は発生していないので数値はありません。
計算式：一般会計赤字額÷市の標準財政規模

２．連結実質赤字比率
一般会計と国民健康保険などの特別会計すべて

の実質収支の合計が赤字である場合の指標です。
赤字は発生していないので数値はありません。
計算式：全会計の赤字総額÷市の標準財政規模

３．実質公債費比率
「１年間の内に借金返済に支出された額」の「標

準財政規模」に対する割合を表した指標です。家
庭に例えると「１年間の給料」に対する「１年間
の借金返済額」の割合を表したものです。
計算式：１年間の借金返済額÷市の標準財政規模

４．将来負担比率
「特別会計、第３セクターまで含めた市の負債総
額から積立金などを引いたもの」の標準財政規模
に対する比率を表したものです。家庭に例えると、

「１年間の給料」に対して「何年分の借金」があ
るかを表す指標です。この指標が 350％（標準
財政規模の 3.5 年分）を超えると早期健全化団
体となります。
計算式： （負債残高総額－積立金等総額）÷市の

標準財政規模

ಛ集̎

ෆൺެදۚࢿ݈શԽஅൺɾࡒ
͍ͣΕج४Ͱ݈શͳࡒӡӦΛܧଓ
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、平成
26年度の健全化判断比率と資金不足比率を公表します。実質
公債費比率と将来負担比率は、共に早期健全化基準と財政再
生基準を大きく下回り、健全な財政運営を行っています。

課ࡒ
��������

健全化判断比率とは？

分母に市の標準財政規模※の数値を用いて赤字や借
金の比率を計算したものです。次の４つの指標から財
政の健全度が判断され、一定の基準を超えた団体は新
規の借金が制限されるなどの制約があります。

ฏ 2� ࡒ݈શԽஅൺ

指標名 数値
早期健全化
基準

（黄信号）

財政再生
基準

（赤信号）
１．実質赤字比率 －（黒字） 13.18% 20%

２．連結実質赤字比率 －（黒字） 18.18% 30%

３．実質公債費比率 8.7% 25.0% 35%

４．将来負担比率 1.1% 350.0%

※ 市税などに基づいて計算された数値で、家庭に置き
換えて表現すると給料になります。平成 26 年度の
当市の標準財政規模は約 110 億円になります。

資金不足比率とは？

公営企業ごとの赤字が、事業の規模に対してどの程
度あるかを示すものです。赤字は発生していないので
数値はありません。
計算式：資金の不足額÷事業の規模

ฏ2�ۚࢿෆൺ

指標名 水道事業
会計

下水道
事業
特別会計

十里木高原
簡易水道
特別会計

経営
健全化
基準

資金不足
比率 －（黒字）－（黒字） －（黒字） 20％
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